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東岸和田駅における信号トラブルの原因と対策について 

 

２０２５年１２月９日に、阪和線 東岸和田駅構内で発生させた信号トラブルについて、原因が

判明しましたので対策と合わせてお知らせします。お客様にご迷惑をおかけしましたことをお詫

び申し上げますとともに、再発防止に努めます。 

 

１ 発生日時 

  １２月９日（火） ９時００分頃 

 

２ 発生場所 

  阪和線 東岸和田 駅構内 

 

３ 概  況 

    ９時００分頃、大阪指令所の指令員が、モニター画面にて東岸和田駅の信号が赤のまま変

わらないことを認めました。 

    信号の確認のため、阪和線では和泉府中～熊取駅間で運転を見合わせていましたが、復旧

が完了したため１１時０５分に運転再開しました。その後、東岸和田駅の信号が赤のまま変

わらないことを再度認めたため、１１時１６分から阪和線の和泉府中～熊取駅間で運転を見

合わせていましたが、１２時００分に運転を再開しました。 

※９時３５分から振替輸送を実施していました。 

   

４ 列車影響 

<運  休>  ８０本（下り３９本、上り４１本） 

<遅  れ>  上り特急電車『はるか１０号』[関西空港（９：１２）発 京都（１０：３４） 

行]が１８３分遅れたのを最大に、計６１本（上り３２本、下り２９本）に遅れ 

  <影響人員> 約３８，０００人 

 

５ 主な原因 

    列車の在線位置を検知する装置に使用している機器の一部配線が接触不良となったためで

す。 

  ※設置工事時の施工不良と推定されます。 

 

６ 対  策 

配線作業の手順書に、より確実な作業とするため接触不良となった機器の具体的な施工方

法を追記しました。 


